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編集後記

 ●今号のモ ノグラフNo.39は

前 号 に引 き続 き，「研究 人材 マ ネ
ジメ ン ト：そのキ ャ リア ・意識 ・

業績」の続編 と して4編 の論文を

掲載 した。寄稿者 の1人 ，高尾 尚
二郎 助教授 は本年3月13日 に急

逝 した。前途 を嘱 望 され て い た
36歳 の若 さであ った。 その 日R

&D研 究会の メ ンバ ー10人 ほど

で 日立基礎研究所 を訪問 し，帰 ろ

うと した時 に高尾君逝去 の報せ に

接 したの だ った。 「組織 文化 特性
の分析一 組織変革 の阻害要因 と し

ての組織文化一 」 は高尾君の助 手

を勤 めていた仙田幸子 さん との共

同論 文で，高尾尚二郎君の遺稿 と
な った。

 ●R&D研 究 会 は今年 度 か ら
研究人材 マネ ジメ ン トの国際比 較
研究 を行 うことにな った。 当面，

イ ン ド， イギ リス， ドイ ツ， アメ

リカの研究所 の研究 員の調査 のプ

リテス トに入 る ことに している。
また基礎研究 と開発研究 における

研究 マネジメ ン トの比較調査 も行

う計画で ある。

 ● モノグラフNo.40は 「対 中
国 ビジネスの実証的研究」 とい う
テーマで，3編 の論文を収 めて い

る。中国 との関係 は経済的 にも政

治 ・社会 ・文化 的 に も，21世 紀
の 日本に とって きわめて重要で あ

り， 日本の将来の命運を左右す る
と言 って も過 言で はない。 経営管

理研究科 で組織 された 「交渉研究
プ ロジェ ク ト」 の中国調査 チー ム

の成果 を ここに掲載 す ることに し

た。交渉研究 プ ロジェク トは研究

成果 の上 にた って， わが国 ではめ
ず らしい 「交渉論」 の授業 を経営

管理研究科 で近 くスター トす るこ
とになっている。 このモノグ ラフ

が わが国 では乏 しい交渉研究 に一

石 を投ず ることになれば幸 いであ
る。        (石田)

 ●昨今，模倣改良型 の研究開発
か ら， ブ レークスルー型の研究開

発 に移 って いか な くて はな らな
い， という議論が聞かれ る。わが

国大企業が新 しい競争環境で生 き

残 って い くため には， これ までの
よ うな既 存 技術 の改良 で は な く
て，よ り新 しい創造的な技術開発

を進 あていかな くて はいけない，

と言 われ る。 だが， はた して模倣

改良 型 の研 究開 発 とブ レー ク ス
ルー型 の研究 開発 をわけ ることが

可能 なのか。 いや， もう少 しいえ
ば， はた してブ レークスルー型 の

研究開発 を求 めることは現実 的な
のか。

 ●例え ば，昨年 この編集後記 を
書 くの に使 った ノ ー トパ ソ コ ン
が，使 い過 ぎだ ろう，全 く動か な

くな って しまったので，新 しいの

を買 った。機能 は数段の進歩であ

る。CPUは3倍 ほ ど速 くな り，メ
モ リーは大幅増加。CDロ ム リー

ダーが標準装備であ る。画面 も広

くて， 見やすい。 そ して何よ りも

同 じ程度 の価格 であ った。

 ●だが， ここにみ られ るよ うな

技術 の進歩 は， はた して ブレー ク
スルーなのか， それ とも既存技術
の改良 なのか。 もしかする と分 け

ることは不可能 で， また無理 にわ

ける ことは意味 が無 いのか もしれ
ない。逆 に，ブ レークスルーとは，

既 存技 術 の改 良 が非常 に速 い ス
ピー ドで行われ， またその改良 の

度合 いも極 めて大 きいと考え るの
が正 しいので はな いか。 こう考え

ることのい い点 は，そ うす るとこ

れ までの組織 や人的資源管理 と全

く異 な った システ ムを考え るので
はな く，既 に持 ってい るシステ ム

をそれ こそ改良 して，技術 改良の

ス ピー ドと度 合いをあげ ることに

専念 すればよ くな るか らであ る。

 ●意 図 したわけでないが，今年
の 『組織行動研究』 に収 め られた

企業 内研究開発 につ いての論 文4

点 は， これまで組織行動論 が何度

も分析 を してきたテーマを とりあ
げ， それが研究者 や研究組織 の成

果 にど う結 びつ くかに調 べる もの
で ある。高尾 ・仙 田論文 は組織文

化 に つ いて，蔡 論 文 は リー ダー
シ ップにつ いて，石川論文 は研究

者の ローテーシ ョンにっ いて， 中

原論文 は企業間提携 につ いて であ
る。4本 と も力作 であ り， 秀作で

あ る。だが，全て伝統的な テーマ
を研究者 ・組織の成果 と結 び付 け

てい る。その意味で全 くあた ら し
い組織 パ ラダイムに基づいた もの

ではない。

 ● で も，考 え て しま うの で あ
る。 なぜ， こうした技術 の進歩 に

対 して，社 会 シス テム の変 化 は
遅 々たる ものなのか。世 の中，規

制緩和 や市場原理 の導入 が叫ばれ
るが， これがどんなに うま くい っ

て も， 来年 まで に同 じ価格で，3

倍の効果 をもた らす社会 システム
が作 られ るとは思え ない。 われ わ
れ社会科学者 ・行動科学者 の世界

は，企業の研究開発技術者 の状況

をす こしで も模倣す る必要があ る
のか もしれない。 この編集後記を

書 いて いるノー トパ ソコンを開発

して くれた技 術者たちに感謝す る
とともに，彼 らがなぜそんなに も

すば らしい成 果をあげ られ るのか

を， これか らも勉 強 してい くこと
が必要 だろ う。

 ● こうした意味 で， われわれ と去
年 まで一緒 に研究活動 を行 って

きた高尾 尚二郎君 を失 った ことは

大 きな損 失 だ った。今 回 の論 文

は，彼 と仙 田幸子 さんが共 同で執

筆中 だった もので，最後 の整理 は

仙田 さん にお願 い した。 それ こそ

組織 行 動研 究 分野 で ブ レー クス
ル ーを期待 されて いた若 い研究者

の死であ る。侮やんで も侮やみ き

れ な い。残 され た われ わ れの 責

務 は大 きい。高尾君の冥福を祈 ろ
う。        (守島)
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